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世界の青年へ　レジリエンス（困難を乗り越える力）と希望の存在たれ！

エスキベル博士と池田先生による共同声明

2018 年 6 月 5 日

人類から悲
ひ
惨
さん
の二字をなくしたい

国や民族、宗教、文化の
差
さ い

異を超
こ

えて団結を

世界の青年たちよ！　人類の重
じゅうよう

要な挑戦のために連
れんたい

帯

し、自
みずか

らの人生と、新しき世紀の歴史を開
ひら

く建設者たれ！ 

　人類がいかなる重
じゅうだい

大な試
し れ ん

練に直
ちょくめん

面しようと、それに立

ち向かう「青年の連帯」がある限
かぎ

り、希望は失
うしな

われるこ

とはない。 

　青年への限りない期待を込
こ

めて、この共同声明を発表

したい。

◇

目まぐるしい社会変化の中で、２１世紀の世界は、い

くつもの深
しんこく

刻な課
か だ い

題を抱
かか

えるに至
いた

った。 

　こうした現代の世界に光
こうみょう

明を見いだすためには、歴史

と真
し ん し

摯に向き合い、その記
き お く

憶をたぐり寄
よ

せることが欠
か

か

せない。その記憶は、我
われわれ

々の目の前に新しい選
せんたくし

択肢を浮
う

かび上
あ

がらせるだけでなく、「もう一つの世界は可能で

ある」と示
しめ

す民衆の力
ちから

と不
ふ く つ

屈の精神という〝希望の光
ひかり

〟が、

人間の歴史に輝
かがや

いていることを教
おしえ

えてくれる。 

　２０世紀の光と影
かげ

は、人類の歩
あゆ

みに深い影
えいきょう

響を与
あた

える

一方で、先進国と開
かいはつ

発途
とじょう

上国の間
あいだ

に不
ふ

均
きんこう

衡と不
ふ

公
こうへい

平をも

たらした。また、各国の国内においても、貧
ひ ん ぷ

富の格
か く さ

差は

拡大の一
い っ と

途をたどっている。飢
き が

餓を見
み す

過ごすことは罪
つみ

で

あり、飢
う

えと貧
ひんこん

困との戦いに猶
ゆ う よ

予の時はない。 

　問題解決に向けて、国連では「我々の世界を変
へんかく

革する」

と題した「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」

（注１）が打ち立てられた。我々は、国や民族、宗教や

文化といった差
さ い

異を超
こ

えて、地球上から悲
ひ さ ん

惨の二
に じ

字をな

くすためのアジェンダに協力して取り組まねばならない。

新しき時代創造への挑戦
新しき時代創造への挑戦の波

なみ

は、すでに生
う

まれ始めて

いる。 

　その一つが、気
き こ う

候変
へんどう

動対
たいさく

策のための「パリ協
きょうてい

定」だ。

異
いじょう

常気
きしょう

象の頻
ひんぱつ

発をはじめ、海面上
じょうしょう

昇などへの懸
け ね ん

念が高ま

る中、２０１６年１１月に発
はっこう

効し、今や世界のほとんど

の国が批
ひじゅん

准するに至っている。 

　もう一つは、２０１７年７月に採
さいたく

択された「核兵器禁

止条約」である。核兵器を、一
いっさい

切の例
れいがい

外なく禁止する国

際条約がついに誕
たんじょう

生したのだ。 

　昨年１１月には、教
きょうこう

皇フランシスコの呼
よ

び掛
か

けで、「核

兵器のない世界へ――統合的軍
ぐんしゅく

縮への展望」をテーマに

したシンポジウムが、バチカンで開催された。 

　核兵器のない世界を追
ついきゅう

求する上で、核の脅
きょうい

威とともに、

他国の民衆の生命と尊
そんげん

厳を犠
ぎ せ い

牲にして自国の安全保
ほしょう

障を

追求するような権
けんりょく

力思
し こ う

考と野
や し ん

心こそ、廃
はいぜつ

絶されなければ

ならない。そうした「武
ぶ そ う

装した理論」と決
けつべつ

別する時が来

ているのだ。 

　かつて私たち二人が対談集でさまざまな地球的課題を

論
ろん

じた際、その通
つうそう

奏低
ていおん

音にあったのも、青年の力に対す

る限りない信頼に他
ほか

ならなかった。 

　昨年の核兵器禁止条約の採択に際し、市民社会の力強

い後
あと

押
お

しの中
ちゅうかく

核を担
にな

ったのは、核兵器廃絶国際キャン

ペーン（Ｉ
アイ

Ｃ
キ ャ ン

ＡＮ）をはじめとする世界の青年たちの連

帯であった。 

　青年が厳
きび

しい現実に屈
くっ

せず、前に進もうとする勇気を

持てるか否
いな

か――。その現在の青年の姿
すがた

が、未来を決定

づける。

マーティン・ルーサー・キング博士は、「われわれは常
つね

に新しい日の夜
よ あ

明けに立っているのである」（クレイボー

ン・カーソン編『マーティン・ルーサー・キング自伝』

梶原寿訳、日本基督教団出版局）との言葉を残した。 

　私たち二人もまた、地球という我々の「共通の家」には、

エスキベル博士夫妻と池田先生が語らう
（1995 年 12 月、東京で）。博士と先生は、
「レジリエンス（困難を乗り越える力・注２）」
を体現する存在として世界の青年を触発す
る
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国際社会への呼び掛け
さらに私たち二人は、この共同声明を通し、現代文明

における暴走を食
く

い止
と

め、人間と母なる地球とのバラン

スを回
かいふく

復し、〝誰も置き去りにしない〟社会を築くため

の礎
いしずえ

として、「世界市民教育を通じた青年のエンパワー

メント」の推進を、国際社会に強く提
ていしょう

唱したい。 

　青年たちの限りない可能性と力を引き出すエンパワー

メントを、地球上のあらゆる場所で推進していくために、

私たちは世界市民を育
はぐく

む取り組みを２０３０年に向けて

新たにスタートさせなければならない。 

　その取り組みを通し、青年たちが、 

　①悲惨な出
で き

来事
ごと

を繰
く

り返
かえ

さないため、「歴史の記憶」

を胸に共通の意識を養
やしな

う 

　②地球は本
ほんらい

来、人間が「共に暮らす家」であり、差異

による排
はいじょ

除を許
ゆる

してはならないことを学ぶ 

　③政治や経済を〝人道的な方向〟へと向け、持続可能

な未来を切り開くための英知を磨
みが

く 

　――ことを期待したい。 

　そしてこの三つの柱
はしら

を軸
じく

に、青年たちが連帯し、母な

る地球を守るための行動の輪
わ

を広げる流れをつくり出す

べきではないだろうか。

松
たいまつ
明の継

けい
承
しょう

私たち二人は、〝戦争と暴力の世紀〟であった２０世紀

の嵐
あらし

をくぐり抜
ぬ

ける中で、その転
てんかん

換を求
もと

めて、民族や宗

教の違いを超えた友情の連帯を一歩ずつ広げる努力を重
かさ

ねてきた。 

　その友情と多
たようせい

様性における調
ちょうわ

和の連帯の松
たいまつ

明を託
たく

す思

いで、私たち二人は、２１世紀に生きる青年たちに強く

呼び掛けたい。 

　青年たちが人々と共に団結し、生命の尊厳を守り、不

人類と全
すべ

ての生
い

きとし生けるもののために、新たな夜明

けを迎
むか

える希望と志
こころざし

が常にあるとの信念を抱
いだ

き続けてきた。 

　難民問題は焦
しょうび

眉の課題である。幾
いく

百万、幾千万もの人々

が、戦争や武
ぶりょく

力衝
しょうとつ

突の暴
ぼうりょく

力、飢えの暴力、社会的暴力、

構
こうぞう

造的な暴力によって、生命と尊厳を脅
おびや

かされている。 

　困
こんきゅう

窮している人々に連帯し、その窮
きゅうじょう

状を打
だ か い

開するため

に、我々は両手だけでなく、考え方と心を大きく広げな

ければならない。

友情の連帯を青年に託
たく

す！
勇気を持って民衆と共に歩

あゆ

め
青年への呼

よ
び掛

か
け

ゆえに私たち二人は、世界の青年たちに呼び掛けたい。 

　連帯の力で乗り越えられない壁
かべ

など決
けっ

してない。さま

ざまな文化的アイデンティティーや精神的アイデンティ

ティー、そして属
ぞくせい

性の違
ちが

いを超えて、青年による行動の

連帯を幾
い く え

重にも広げていこうではないか、と。 

　植
う

えたものは、必
かなら

ず収
しゅうかく

穫される。自分たちの一つ一つ

の行動が未来に必ず実
み

を結
むす

ぶことを信じ、「民衆と共
とも

に

人生を歩む」という責任を勇
いさ

んで担おうではないか、と。 

　核兵器の脅威をはじめ、紛
ふんそう

争による難民の急増、気候

変動に伴
ともな

う異常気象、そして、マネーゲームが過
か ね つ

熱する

中での貧富の格差の拡大――。これらの問題の根
こんてい

底には、

軍事の暴
ぼうそう

走、政治の暴走、経済の暴走があり、我々が「共

に暮
く

らす家」である地球に大きな暗
あんうん

雲が垂
た

れ込める元
げん

凶
きょう

となっている。 

　力や富
とみ

を得
え

れば得るほど、「全てを今すぐに手に入れ

たい」との思いを抑
おさ

えきれない風
ふうちょう

潮が強まっている。 

　東洋の思想には、社会の混
こんめい

迷を招
まね

く三つの要
よ う そ

素に関
かん

す

る洞
どうさつ

察がある。一つ目は、利
り こ

己的な欲
よくぼう

望に突
つ

き動かされ

る「貪
とん

（むさぼり）」で、二つ目は、他
た

の人々を憎
にく

んで

争
あらそ

う「瞋
じん

（いかり）」である。 

　そして三つ目は、自分たちの生きるべき方向性や社会

の羅
らしんばん

針盤を見失ってしまう「癡
ち

（おろか）」だ。 

　ガンジーは、人間の行動基
きじゅん

準として、自らの言動が

「最
もっと

も貧
まず

しく、最も無
むりょく

力な人」にどんな影響を及
およ

ぼすのか、

その顔を思い浮かべながら判断することを強く促
うなが

した。 

　ガンジーの信
しんじょう

条は、社会的に弱い立場に置
お

かれた人々

の存在を常に忘
わす

れず、誰
だれ

一人として犠牲にしない社会を

築
きず

くことにあったのである。 

　そこには、国連のＳ
エスディージーズ

ＤＧｓ（持続可能な開発目標）が

掲
かか

げる〝誰も置き去
ざ

りにしない〟との理念と響
ひび

き合う「人

間性」が力強く脈
みゃくう

打っている。

無実の罪で逮捕され、15 日間の獄中闘争を経
て大阪拘置所から釈放された若き池田先生。
多くの同志らが迎えた（1957 年 7 月 17 日、
大阪市内で）
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正義と闘
たたか

い、肉体と精神、そして自由のための糧
かて

を分
わ

か

ち合うこと――。私たち、アドルフォ・ペレス＝エスキ

ベルと池田大作は、現代および未来の社会のため、新し

い希望の夜明けを開くため、それが不
ふ か け つ

可欠だと考える。 

　青年たちがその行動を広げていくならば、揺
ゆ

るがぬ人

類の普
ふ へ ん

遍の精神的遺
い さ ん

産と、「公
こうせい

正」や「連帯」に基
もと

づく

新たな世界を構
こうちく

築できることを確信してやまない。

注１　持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

２０１５年９月の「国連持続可能な開発サミット」で採択された成果文書。

宣言のほかに、１７分野１６９項目からなる「持続可能な開発目標（ＳＤ

Ｇｓ）」が掲げられている。２０３０年までに、貧困や飢餓、エネルギーや

気候変動など、多岐にわたる課題の包括的な解決を目指している。

注２　レジリエンス

元来は物理学・工学の分野で、外から力を加えられた物質が元の状態に戻

ろうとする弾性や復元力を表す用語。その働きを敷衍する形で、環境破壊

や経済危機のような深刻な外的ショックに対して〝社会を回復する力〟の

意味でも用いられる。

エスキベル博士（右から 2 人目）、池田先生の代
理の池田 SGI 副会長（同 3 人目）から青年の代
表 2 人に、共同声明が託された（ローマで）


